
分数 の５進小数展開の

循環節の分割和について

小山　友果理



例 の 進数での小数展開

が循環節

二分割して足すと、

一般に素数 について、分数 を小数展開し、循環節の長さ

が偶数のとき、二分割して和を求めると９が並ぶ形

既約分数 と、既約分数

を、５進数での小数展開の二分割和を考える



例： のとき、 を５進数で小数展開

を二分割→ と を二分割→ と

それぞれ足すと、

つまり、 の５進数での二分割和は

の二分割和も



ここで、 に注目

を二分割→ と を二分割→ と

それぞれ足すと、

つまり、 の５進数での二分割和は

の二分割和は

この という数は、先に出た を３倍した数である



結果１：既約分数 を小数展開し

循環節の長さが の倍数とき５進展開での二分割和の結果

任意の において同じ結果なので、 についてのまとめた まで

の値 分母 ５進数での二分割和 ４の個数



証明：【 のとき】既約分数 を 進数展開

商を 余りを

よって、

一般に、



鳩の巣原理より、 で となる が存在

∵

と は互いに素なので、

と は互いに素なので、



とおくと が最小とき、 は周期

∵ ∧

より、 と は互いに素なので

２分割できるとき、 と仮定

と仮定

より、 になので、 となり、

これは、 の最小性に矛盾



とおく

と仮定すると、 なので不成立

は でわれないので、

両辺に をかけて代入、

よって、

となるので、



は、ある整数 を用いて

より



について、 より は奇数

繰り返すと、 はすべて奇数

は偶数

より は偶数

一方 より、

よって、



∵

まで、

周期 より

のときの２分割和は、４が並ぶ形となる



結果２： を小数展開し

循環節の長さが の倍数とき５進展開での二分割和の結果
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証明：【 のとき】既約分数 を 進数展開

は のいずれか

と仮定

∵

が奇数に反し、



のとき、 として考える

なので、

より

のとき、 として考える

≪相補性≫ ・・・ において、

を満たす

つまり分母 、
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とおくと、

なので、

のとき、前半の乗数は２、後半の乗数は６となる



前半 について、

を代入、

まで、

周期 より

のとき、２が並ぶ形となる



のとき

を代入すると、

まで、

周期 より

は 進数において、 となる



分子 が のとき、

個の を用いて、 という形で表せる



のとき、分母

分子 　５進数での循環節　 ５進数での二分割和 　乗数


